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資料２ 

令和６年度第２２回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和７年２月６日 

                    担当部・課：建設部下水道建設課〔内線５７１２〕 

① 件  名 

 雨水出水浸水想定区域の指定及び内水ハザードマップの配布について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

令和３年７月に水防法が改正され、想定最大規模降雨（宮城県内は国で定める東北東部地域に該

当し１２０ｍｍ/ｈ）により、公共下水道の排水施設等が停止し公共水域への排水ができなくなった

場合に浸水が想定される区域を「雨水出水浸水想定区域」として指定・公表し、また、情報の伝達方

法、避難施設等を掲載した印刷物を住民等へ配布し、周知することとされた。 

【目的】 

 雨水出水浸水想定区域を指定し、住民へ浸水リスク情報を周知するもの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 水防法（昭和２４年法律第１９３号） 

 水防法施行規則（平成１２年建設省令第４４号） 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】 

 石巻市地域防災計画 風水害等対策編 

  第１章 災害予防対策 

   第１節 風水害に強いまちの形成 

    ２ 治水対策の実施 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和３年７月 水防法の改正 

令和４年７月 雨水出水浸水想定区域の検討 

令和５年７月 石巻市内水ハザードマップの検討 

令和６年４月 石巻市内水ハザードマップの追加検討 

⑤ 主な内容 

１ 雨水出水浸水想定区域の指定 

  対象区域：公共下水道全体計画区域（旧石巻市西部・東部地区、飯野川地区） 

       ※水防法第１４条の２第２項の規定 

  記載内容：最大浸水深、浸水継続時間 

  指定方法：ホームページに掲載（水防法施行規則第６条第１項） 

 

２ 内水ハザードマップによる周知 

  記載内容：内水ハザードマップに避難場所等を明示するとともに、災害への備えや、大雨時に

とるべき行動などを掲載 

  周知方法：公共下水道全体計画区域内に全戸配布、ホームページへの掲載 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

 市民等に対する内水浸水への注意喚起と避難行動への活用が図られ、市民の安全に寄与する。 

 

【市財政への負担】（令和６年度予算額） 

石巻市内水ハザードマップ追加検討業務 

業務委託料 １，７４９千円 

 内水ハザードマップ印刷費 

印刷製本費１０，０００千円      計１１，７４９千円 

（財源） 防災・安全交付金（国）   １/２ 

一般会計繰入金       １/２ 
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⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

水防法に基づく県内自治体の指定状況 

 令和６年３月 多賀城市、大河原町が指定 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

 令和７年２月   雨水出水浸水想定区域の指定 

令和７年４月以降 内水ハザードマップの配布 

⑨ その他 

本市は、公共下水道の雨水計画において、計画降雨を降雨強度４５．６ｍｍ/ｈとして雨水排水施

設等を整備しており、想定最大規模降雨に対応する雨水排水施設等の整備を予定するものではない。 

 


